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天気予報は、
１日晴れなのに
変な空模様だな・・・

昔NHKの震災の
特集で見た感じに
似ているかな？

ん？何か前の車が
蛇行運転してるな？
なにやってんだろう？

とにかく、止まらなきゃ
いけない。
車はまだ、弾んでる。

うわ。なんだ。車が
弾み（揺れ）だした。
ハンドルが効かない。

高架橋の下に止まったけ
ど・・・。ん。
上からコンクリートの粒が。
ここからも逃げなきゃ。
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寿泉堂クリニック
6F 機械室

寿泉堂クリニック
6F 看護科長室



（公財）寿泉堂クリニックの概要

・当時（平成１２年）の（財）寿泉堂綜合病院
のサテライトとして、平成１２年５月８日開
設。（健診センターも有り）

・平成２７年８月末日現在の外来透析患者数
１４５名。（ベット数：４９床）

・装置状況（平成２７年８月現在）
※ＲＯ装置以外の装置状況

・透析関連装置
Ａ粉末自動溶解装置：ＮＰＳ‐５０Ａ
Ｂ粉末自動溶解装置：ＮＰＳ‐５０Ｂ

・多人数用透析患者監視装置
ＮＣＵ‐８ ＮＣＶ‐１ ＮＣＶ‐１ｉ
ＮＣＶ‐２（Ｂ‐ｔｙｐｅ） ＮＣＶ‐２（Ｇ‐ｔｙｐｅ）

・個人用透析患者監視装置
ＮＣＵ‐１２

・ＨＤＦ監視装置 ・個人用ＨＤＦ監視装置
ＮＤＦ‐０１ ＮＤＦ‐２１

・透析支援システム
Ｄｉａｃｏｍ ２００６

４階・５階
透析センター

６階
患者控室，
機械室，

CＥ室

On line HDF
対応



旧寿泉堂綜合病院
泌尿器科病棟

旧寿泉堂綜合病院
内科病棟



病棟から中庭が覗けます

旧寿泉堂綜合病院
泌尿器科病棟

（震災から３年後）



原発事故後の様々な流れ



年月日 事故状況

H23.3.11
福島第一原発１～３号機の原子炉自動停止

⇒ 地震・津波にて電源喪失

H23.3.12 福島第一原発１号機原子炉建屋 水素爆発

H23.3.14 福島第一原発３号機原子炉建屋 水素爆発

H23.3.15
福島第一原発２号機で爆発音確認
（原子炉格納容器一部損傷）
福島第一原発４号機で、火災発生

H23.3.18 国際評価尺度にて、レベル５の評価（暫定）

H23.4.12 国際評価尺度にて、レベル７の最大評価（暫定）



原発事故直後の影響メカニズム



放射性物質放出の
減少以降の影響メカニズム



その時、厚生労働省は・・・

平成２３年３月１９日付
厚生労働省健康局水道課長通知

「福島第一・第二原子力発電所に伴う水道の対応について」

放射性物質の浄水処理に関する知見は少ないものの、活性炭処理
による除去効果を示す知見もあることから、指標等に近い値が検出さ
れた水道事業者等に粉末活性炭等による処理・実施の要請。

平成２３年３月２６日付
厚生労働省健康局水道課事務通知

「放射性物質の拡散による降雨後の表流水取水の抑制・停
止等の対応について」

水道事業者に対して、降雨後の表流水取水の抑制・停止等による水
道水中の放射性物質の濃度を低減させる方策の検討を要請。

具体的に提示した内容は・・・

１）降雨後の取水量の抑制・停止 （高濃度原水の忌避）

２）浄水場の覆蓋 （降下物の混入防止）

３）粉末活性炭の投入 （放射性物質の除去） ｅ ｔｃ.

（厚生労働省 水道水における放射性物質対策 中間取りまとめ 抜粋）





水道水中の放射性物質に係る指標

内閣府原子力安全委員会が定めた飲食物摂取制限に関する
指標が食品衛生法に基づく暫定規制値とされたことを受けて・・・

平成２３年３月１９日付、３月２１日付
厚生労働省健康局水道課長通知
都道府県と各水道事業者へ

放射性ヨウ素 ： ３００ Ｂｑ / ｋｇ
（乳児の摂取は、１００ Ｂｑ / ｋｇ）

放射性セシウム ： ２００ Ｂｑ / ｋｇ

（厚生労働省 水道水における放射性物質対策 中間取りまとめ 抜粋）



水道水の製造方法 ：急速濾過方式

取水塔
（場）

沈砂池

着水井

薬品
混和池

配水池

送水
ポンプ

取水
ポンプ

フロック
形成池

凝集剤
注入設備

沈殿池

塩素
注入設備

濾過池

塩素
注入設備



郡山市と茨城県主要３市の

放射性物質状況



郡山市の各浄水場における放射性物質（濃度）状況
（ヨウ素・セシウム）
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ＲＯ装置による透析用水の作り方

装置内の様々な膜を透過して
水が作られます



１ｓｔ
ＰＦ

ＡＣ

ＳＦ
２ｎｄ
ＰＦ

ＲＯ

前処理部
（活性炭・軟水器）

第1世代 ＲＯ水精製フロー

シングルフィルトレーション（ＲＯ膜）

従来からある精製方法 型式例
三菱：DCRⅢ JWS：MIZ/MHS/MIE
ﾀﾞｲｾﾝ・VCR/SHR 東レ：TW-R



ＡＣ ＰＦ

ＲＯ

前処理部
（活性炭・NF/LRO膜）

第2世代 ＲＯ水精製フロー

ダブルフィルトレーション
（NF/LRO膜・ＲＯ膜）

軟水器を排除した２段ろ過の精製方法

ＮＦ

型式例
三菱：nano/nanoAo
ﾀﾞｲｾﾝ・NFR/NFR-H
日機装：DRO



ＲＯ

前処理工程

ET

生菌

前処理工程 ＲＯ膜負担軽減

１ｓｔ
ＰＦ

ＡＣ

ＮＦ

ＳＦ ２ｎｄ
ＰＦ

ＲＯＡＣ ＰＦ

ＲＯ水精製フローの違い（上：第１世代型・下：第２世代型）

ＲＯ膜への負担大

前処理部がET・生菌の汚染源になる

ＲＯ膜負担軽減前処理水の純度向上



１ｓｔ
ＰＦ

ＡＣ

ＳＦ
２ｎｄ
ＰＦ

ＲＯ

前処理部
（活性炭・軟水器）

第3世代 ＲＯ水精製フロー

従来の前処理＋2段ろ過方式の精製方法

ダブルフィルトレーション
（NRO/RO膜・ＲＯ膜）

ＮＲＯ

型式例
ニプロ：W-RO×ecoAo
東レ：TW-RDH



AC SF 2nd

PF

RO

前処理部
（活性炭・軟水器）
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1st

PF

シングルフィルトレーション
（ＲＯ膜）
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PF
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第2世代 ＲＯ水精製フロー
ダブルフィルトレーション
（NF/LRO膜・ＲＯ膜）

AC SF 2nd
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RO

前処理部
（活性炭・軟水器）

第3世代 ＲＯ水精製フロー

1st

PF

ダブルフィルトレーション
（NRO/RO膜・ＲＯ膜）

NF（LRO）

NRO



ＲＯ膜

２次プレフィルタ

活性炭／イオン交換樹脂

ＲＯ水タンク

原水タンク

高除去率
ＮＦ膜

１次プレフィルタ

濃縮排水

原水加温ヒータ

回収水は高純度な透過水

原水タンク内の水質向上

寿泉堂クリニック ＲＯ装置のフロー図



水処理装置内消耗品放射能測定結果
及び

水質分析計量結果

郡山市は
福島第一原子力発電所から
６０Ｋｍ離れた地域である。

郡山市の水道水の
放射性物質は、Ｈ２３．４．１７

以降検出されていない。



御協力・御助力して頂いた先生方

国立保健医療科学院 生活環境研究部部長

欅田 尚樹 先生

国立保健医療科学院
生活環境部 水管理研究分野

浅見 真理 先生 島崎 大 先生

国立保健医療科学院
生活環境部 衛生環境管理研究分野

山口 一郎 先生



水質分析計量結果
（日本臨床工学技士会発表・関東圏２施設）

水道水
（Ｂｑ／ｋｇ）

活性炭
濾過器後
（Ｂｑ／ｋｇ）

ＲＯ膜後
（Ｂｑ／ｋｇ）

Ｉｏｄｉｎｅ‐131 73 58 Ｎ．Ｄ．

Ｃａｅｓｉｕｍ‐137 5.6 Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

Ｃａｅｓｉｕｍ‐134 4.1 Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

水道水
（Ｂｑ／ｋｇ）

活性炭
濾過器後
（Ｂｑ／ｋｇ）

ＲＯ膜後
（Ｂｑ／ｋｇ）

Ｉｏｄｉｎｅ‐131 100 87 Ｎ．Ｄ．

Ｃａｅｓｉｕｍ‐137 3.3 7 Ｎ．Ｄ．

Ｃａｅｓｉｕｍ‐134 4.1 7 Ｎ．Ｄ．



放射能検査及び判定方法

１）測定方法

厚生労働省

｢緊急時における食品の放射能測定マニュアル｣

に準ずるＧｅ γ線スペクトロメーターによる核種

測定。

２）測定装置

ＣＡＮＢＥＲＲＡ ＧＣ２０２０

３）測定容器

２Ｌマリネリ容器。（検体量不足時：Ｕ８型容器）



高除去率
ＮＦ膜

ＲＯ膜

２次プレフィルタ（1μ）

１次プレフィルタ（25μ）

活性炭／イオン交換樹脂

原水タンク

濃縮排水

原水加温
ヒータ

ＲＯ水タンク

寿泉堂クリニック 透析用水処理装置
消耗品及びサンプル水の採取ポイント



高除去率
ＮＦ膜

ＲＯ膜

２次プレフィルタ（1μ）

１次プレフィルタ（25μ）

活性炭／イオン交換樹脂

原水タンク

原水加温
ヒータ

ＲＯ水タンク



水処理装置内消耗品放射能測定結果
（１次プレフィルタ 検出限界値：1Bq/kg未満）
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原水及び１次プレフィルタ透過水の

放射能測定結果（検出限界値：1Bq/kg未満）

原水
Iodine
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137

プレ
フィルタ
後

Iodine
131

Caesium
134

Caesium
137

１
回
目

Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．
１
回
目

Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

２
回
目

Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．
２
回
目

Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

３
回
目

Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．
３
回
目

Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

４
回
目

Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．
４
回
目

Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．



高除去率
ＮＦ膜

ＲＯ膜

２次プレフィルタ（1μ）

１次プレフィルタ（25μ）

活性炭／イオン交換樹脂

原水タンク

原水加温
ヒータ

ＲＯ水タンク



水処理装置内消耗品放射能測定結果
（２次プレフィルタ 検出限界値：1Bq/kg未満）
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２次プレフィルタ透過水 放射能測定結果
（検出限界値：1Bq/kg未満）

２次プレ
フィルタ後

Iodine‐131 Caesium ‐134 Caesium‐137

１回目 Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

２回目 Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

３回目 Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

４回目 Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．



高除去率
ＮＦ膜

ＲＯ膜

２次プレフィルタ（1μ）

１次プレフィルタ（25μ）

活性炭／イオン交換樹脂

原水タンク

原水加温
ヒータ

ＲＯ水タンク



高除去率ＮＦ膜，ＲＯ膜 放射能測定結果
（検出限界値：1Bq/kg 未満）

従来型ＲＯ
ＲＯ膜

（Ｂｑ／ｋｇ）

新型ＲＯ
高除去率ＮＦ膜

（Ｂｑ／ｋｇ）

新型ＲＯ
ＲＯ膜

（Ｂｑ／ｋｇ）

Ｉｏｄｉｎｅ‐131 Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

Ｃａｅｓｉｕｍ‐134 205 9.5 Ｎ．Ｄ．

Ｃａｅｓｉｕｍ‐137 304 17 Ｎ．Ｄ．



高除去率ＮＦ膜及びＲＯ膜透過後水の放射能
測定結果（検出限界値：1Bq/kg未満）

高除去率ＮＦ膜後 Ｉｏｄｉｎｅ‐１３１ Ｃａｓｅｓｉｕｍ‐１３４ Ｃａｓｅｓｉｕｍ‐１３７

１回目 Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

２回目 Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

ＲＯ膜後 Ｉｏｄｉｎｅ‐１３１ Ｃａｓｅｓｉｕｍ‐１３４ Ｃａｓｅｓｉｕｍ‐１３７

１回目 Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

２回目 Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

３回目 Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．

４回目 Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ． Ｎ．Ｄ．



今までお話したデータから、

郡山市内の透析施設のＣＥの方々に

アンケートを行いました。

定期交換を行う膜の廃棄について



アンケート 協力施設
（一財）太田綜合病院附属 （公財） 星総合病院

太田西ノ内病院

（一財）太田綜合病院附属 （一財）脳神経疾患研究所

太田熱海病院 総合南東北病院

（医）援腎会 （医）栄心会

すずきクリニック さかえ内科クリニック

日東病院 （医）めらクリニック

（公財）湯浅報恩会 (公財）湯浅報恩会

寿泉堂綜合病院 寿泉堂クリニック
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原発事故後の透析用水について
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アンケート結果

透析液清浄化ガイドライン Ver. 2.00

「6. 放射性物質汚染への対応」の項に対する意見

・漠然とした内容で、今回の原発事故を教訓として、具体的な対策を講じ

てほしい。

・原発事故以前から、殆どの施設がガイドラインに沿った水処理装置を用

いていると考えられ、「放射性物質汚染への対応」として追加文を出すなら

ば、フィルタ類への付着有無、数値等を具体的に示し、廃棄方法、注意す

べき事も掲載する必要があると思う。

・フィルタ廃棄時の方法や防護の必要性についても明記すべきである。

・最終処分場が整備され、決められたルートで処分されてほしい。

・放射性物質の原水阻止が90％程度の可能性といわれるが、フィルタ類

の廃棄処理方法がわからない。



透析液清浄化ガイドライン Ｖｅｒ．２．００

６：放射性物質汚染への対応

本ガイドラインで示す水処理装置を用いた場合、原子

力発電所の事故等に伴う放射性物質（セシウム１３７、

セシウム１３４ 及び ヨウ素１３１）の原水汚染時に、高い

確率（９０％程度）で阻止の可能性がある調査結果が

示されている。そのため、本ガイドラインに沿った運用

が重要である。

日臨工ＨＰには掲載されているが、ガイドラインＶｅｒ．２．００に調査
結果は、示されていない。今後、Ｖｅｒ．２．０１に、その詳細が掲載さ

れる事を期待したい。 ⇒ 掲載なし。



環境省 汚染状況調査方法ガイドライン

法第１６条に基づく調査・報告フロー図

各施設で放射性廃棄物が発生した場合の処理・報告

・8,000Bp/kg を超えるおそれの廃棄物が発生した場合は、
施設管理者から地方環境事務局長への報告後、審査を
行い、超えた場合は、指定廃棄物に指定されて、国が引
き取りを行う。（それまでは、環境保管基準に従い保管）

・8,000Bp/kgを超えなければ、廃棄物処理法に基づいて
廃棄する。

低レベルの放射性廃棄物は、大丈夫なの？
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水道水中の放射性物質に係る新指標
内閣府原子力安全委員会が定めた飲食物摂取制限に関する指標が
食品衛生法に基づく暫定規制値とされたことを受けて・・・

平成２３年３月１９日付、３月２１日付
厚生労働省健康局水道課長通知
都道府県と各水道事業者へ

放射性ヨウ素 ： ３００ Ｂｑ / ｋｇ
（乳児の摂取は、１００ Ｂｑ / ｋｇ）

放射性セシウム ： ２００ Ｂｑ / ｋｇ

厚生労働省は、原子力災害対策本部との協議で、原子力安全
委員会から示された、飲食物摂取制限に関する指標を食品衛
生法に基づいて、放射性ヨウ素 ３００ Bq / kg ，放射性セシウム
２００ Bq / kg を暫定規制値とした。但し、緊急で定めたので・・・

平成２３年３月２０日：厚生労働大臣から食品安全委員会へ
食品健康評価を要請。

平成２３年１０月２７日：「評価書 食品中に含まれる放射性物質」
通知。

平成２３年１０月３１日：薬事・食品衛生審議会
食品衛生分科会「主な論点と対応の方

向」
放射性物質対策部会
食品衛生法に基づく新基準値設定の検討

平成２３年１２月２２日：放射性物質対策部会
飲料水を含む食品中の放射性物質の新
基準案の取りまとめを行う。

平成２４年２月２４日
薬事・食品衛生審議会食品分科会・放射性物質対策部会
の合同会議において了承される。

新指標は、平成２４年４月１日付で適用

放射性ヨウ素
３００ Bq / kg ⇒ 数値は削除

放射性セシウム
２００ Bq / kg ⇒ １０ Bq / kg

（厚生労働省 水道水における放射性物質対策 中間取りまとめ 抜粋）




